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蛤床的事項 :腹部が掛 的し脱党が困経であるので開業

獣医師の診療 を乞う｡

貧血 Lているが,全身状態は災常はみとめられないC

脱糞が幽艶というので外相的冶蝶のため開場 した処,大

端は手番大 となり低額が隔壁を瀦隻性に浸潤 して淡赤色

となる｡予後不良と判断す｡苗主の依頼により安楽死｡

肉眼的所見 '.旺門から3cm上方において大隅は良迩8
07n.巾5-(=膨大 し,頒暇は一部粗造となり,眠 く,刺

脱 し出血を伴っている｡腫癌は搬生に満車性に浸潤 し綴

瓢長軸にそってみとめられる｡帖投は平胆で淡茶色,水

腫性である｡後略間取の淋巴托郎ま'd;卵大に腫大 し.淡発

色で腰窃化する｡鉄器への舷移はみらtLない.

姐私学的所見 :帖殴上皮は平胆で杯状細胞は小型で,

腸腺は細長 く萎縮する｡周布Jdは淋巴様細胞で占められ
る｡純絹はビラ二が見られる｡帖帳下筋板はみとめられ

る亡棚 引Jlには淋巴球様細抱が瀦蔓性に浸潤し. (写寛

2,3,)萎縮した小型の腸腺が少数散在するD軸膜下組

鑑はほかヘマ トキシリンに娘もたしており.瞭形質に乏し

い淋巴球様細胞が浸潤する.筋層は淋巴球様の細胞が排

庄作に相克!(L.処々に変性 した筋糾弘かとりのこされて

いる｡ワン･ギーソン染色で指紋筋板の結合弘放経が網

状 となる処,親解する処とあり,また不鮮明となる処 も

ある.低額組絶叫!=t.t格子状執経の増加は/Jい｡賄癌細

胞にはP.A.S.3''よU'トルイジン1ルーによる梅.性

頓杓はみられrJ:い C

大略の砧暇下粗から発生し筋板を破 り帖綴-,指紋下

級から筋l宙-と浸潤 した淋巴内暇の 1軌で.後場間映淋

巴騒くこのふ転椎かみとめらLLT=.


